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会  議  録 

 

会 議 名 令和４年度第１回鈴木貫太郎記念館建設準備委員会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

（１） 本委員会の会議の進め方について（公開） 

（２） 鈴木貫太郎記念館の再建に係るこれまでの経緯につ

いて（公開） 

（３） 鈴木貫太郎記念館の再建に向けた課題について（公

開） 

（４） その他（公開） 

日 時 令和５年２月２１日（火） 

午後１時３０分から午後２時３０分まで 

場 所 市役所低層棟４階 委員会室 

出 席 者 氏 名 委 員  鈴木有市長（委員長）下津谷達男委員、大野要修

委員、植野英夫委員、福田健二郎委員、宮部仁志

委員、山本和也委員、富澤昇委員、林正子委員、

筑井正委員、染谷篤教育長、宮﨑等委員 

事務局  今村 繁（副市長） 

牛島修二（市政推進室長） 

山下敏也（教育次長兼生涯学習部長） 

安藤剛行（生涯学習課長） 

中村正則（企画調整課長） 

戸邉卓哉（PR推進室長） 

高林雅行（生涯学習課長補佐） 

酒井礼将（PR推進室副主幹） 

大熊佐智子（生涯学習課文化財係長） 

笹川知樹（生涯学習課文化財係主任主事） 

川名 葵（生涯学習課文化財係主事）    

欠 席 委 員 氏 名 ０名 

傍 聴 者 ０名 

議 事 

 令和４年度第１回鈴木貫太郎記念館建設準備委員会の会議結果（概要）は、次の

とおりである。 

高林生涯学習課長補佐 

 

 

 

１ 開会 

事務局から、報道機関からの取材による写真撮影の可否

について委員へ伺い、許可を得る。 

また、会議が成立していることを報告し、会議の公開及
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鈴木市長 

 

 

鈴木市長 

 

 

高林生涯学習課長補佐 

 

 

 

 

 

今村副市長 

 

 

委員長（鈴木市長） 

 

 

 

安藤生涯学習課長 

 

 

 

委員長（鈴木市長） 

 

 

 

今村副市長 

 

 

委員長（鈴木市長） 

 

植野委員 

 

安藤生涯学習課長 

び会議録作成のための録音機の使用を説明した。 

 

２ 委員委嘱式 

市長から、委員に委嘱書を交付した。 

 

３ 市長挨拶 

（市長挨拶） 

 

４ 出席者の紹介 

各委員から挨拶をもらう。 

 

議事進行を委員長に依頼する。 

 

５ 議題 

(1) 本委員会の進め方について 

本委員会の会議の進め方について説明した。 

 

 各委員に意見・質問があるか問う。 

 

（委員から意見・質問なし） 

 

(2) 鈴木貫太郎記念館の再建に係るこれまでの経緯について 

 鈴木貫太郎念館の再建に係るこれまでの経緯について説

明した。 

 

 各委員に意見・質問があるか問う。 

 

（委員から意見・質問なし） 

 

(3) 鈴木貫太郎記念館の再建に向けた課題について 

鈴木貫太郎記念館の再建に向けた課題について説明した。 

 

各委員に意見・質問があるか問う。 

 

 鈴木貫太郎記念館資料は文化財指定を受けているのか。 

  

指定は受けていない。 
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植野委員 

 

 

 

 

安藤生涯学習課長 

 

下津谷委員 

 

 

 

 

 

今村副市長 

 

 

 

 

 

安藤生涯学習課長 

 

委員長（鈴木市長） 

 

 

 

 

 

高林生涯学習課長補佐 

参考意見だが、記念館資料の国重要文化財指定を目指し、

受けることができれば、保存の補助金を得ることもできる。 

指定を想定するかしないかで進み方が変わるので、今のう

ちから検討された方がよいかと思う。 

 

検討していきたい。 

 

令和７年度では、時間的に無理ではないか。 

登録博物館にするのであれば、設備の基準を満たさないと

いけないので、その辺りも考えなければならない。 

入館料は徴収した方がよいが、これで維持費を賄うのは難

しい。 

 

今年度に基本構想を作っても令和７年は厳しいが、可能な

限り早期にという考えでいる。国の補助金などの時期もある

ので、現実的には難しいと思っている。また、入館料で館の

維持費全てを賄うつもりではない。 

 

(4) その他 

次回の会議及び議題について説明 

 

各委員に意見・質問があるか問う。 

 

（委員から意見・質問なし） 

 

議事進行を事務局に返す。 

 

６ 閉会 

 事務局から閉会を宣言した。 

 

 


